
創
刊
準
備
０
号
、
創
刊
号
０１
号
に

て
、
は
や
く
も

一
部
で
カ
ル
ト
な
好
評

を
博
し
つ
つ
あ
る
日
舎
通
信

（仮
題
）

は
、
こ
の
度
、
正
式
タ
イ
ト
ル
を

『
惑

星

ハ
シ
グ
チ
』
に
決
定
し
ま
し
た
！
。

勿
論
、
敬
愛
す
る
ロ
シ
ア
の
ＳＦ
作
家

ス
タ
ニ
ス
ラ
フ

・
レ
ム
原
作
、
そ
し

て
、
水
と
火
と
鏡
と
廃
虚
の
映
像
詩
人

ア
ン
ド
レ
イ

・
タ
ル
コ
フ
ス
キ
ー
監
督

に
よ
る
映
画

『
惑
星
ソ
ラ
リ
ス
」

（
一

）
よ
り
、
衝
撃
の
終
盤
、
主
人
公
ケ
ル

ビ
ン
の
内
宇
宙
が
物
質
化
し
た
故
郷
イ

メ
ー
ジ
を
拝
借
。
こ
の
タ
イ
ト
ル
に

よ

っ
て
、
日
舎
通
信
な
ど
と
言
う
ベ
タ

な
題
で
は
表
現
出
来
な

い
不
思
議
惑
塁

ハ
シ
グ
チ
の
様
々
な
生
態
を
、
よ
り
自

在
に
、
あ
る
事
な
い
事
！
記
述
出
来
る

の
で
は
？
と
思

っ
て
ま
す
。
宜
し
く
。

目
６
日
…
お
花
見

（稲
荷
神
社
）
自
由
参

加
。
姉
四
九
日
て
欠
席
。

１０
日
…
無
農
薬
農
法
説
明
会

（集
会

所
）
夜
７
時
、
母
私
出
席
。

‐２
日
…
野
焼
き
準
備
会
合

（集
会

所
）
夜
７
時
～
惑
星
ハ
シ
グ
チ

惑
塁
ハ
春シ
かグ
らチ
S   
｀

初
夏
ヘ

初
の
全
住
民
に
よ
る
野
焼
き
の

打
ち
合
わ
せ
。
私
出
席
。

２０
日
…
惑
星

ハ
シ
グ
チ
大
、
野
焼
き

（橋
日
全
域
）
全
住
民
男
衆
＋

消
防
署
１０
名
位
。
朝
８
時
～
夕

５
時
。
私
出
席
。

２５
日
…
農
産
組
合
会

（橋
川
内
公
民

館
）
夜
７
時
～
母
出
席
。

２７
日
…
白
＝
家
供
養

（古
川
寺
）
昼
ｎ

時
、
母
出
席
。

目

８
日
…
吉
川
寺
総
会

母
出
席
。

＝
日
…
中
山
間
地
会
合

（橋
川
内
公
民

館
）
夕
６
時
～
助
成
金
の
年
間

使
用
計
画
検
討
。
私
出
席
。

‐８
日
…
天
役

（餅
田
地
域
水
路
清
掃
草

刈
り
）

（朝
８
時
～
昼
２
時
）

私
出
席
。

２５
日
…
大
井
手
天
役

（祝
橋
バ
ス
道
路

沿
い
水
路
大
掃
除
）
私
出
席
。

そ
れ
ま
で
は
小
規
模
で
各

々
や
っ
て

い
た
野
焼
き
を
、
惑
星

ハ
シ
グ
チ
、
歴

史
始
ま

っ
て
以
来
初
め
て
全
員
で
や
る

こ
と
に
な

っ
た
。
こ
れ
は
、
農
業
支
援

国
策
、
中
山
間
地
支
援
助
成
金
を
使

っ

て
の
作
業
。
日
当
が
出
る
。
橋
口
村
の

全
て
の
男
衆
と
若
干
の
女
性
が
早
朝
、

村
の
最
上
手

「
シ
ン
提
」
脇
に
結
集
、

総
勢
３。
名
余
り
。
そ
の
日
は
天
気
は
ま

あ
良
だ
が
風
が
強

い
。
ど
う
な
る
も
の

か
？
と
の
皆
の
心
配
を
他
所
に
、
計
画

し
た
段
取
り
に
沿

っ
て
、
日
回
の
上
手

や
荒
地
に
次
々
と
火
が
放
た
れ
る
。
物

は
考
え
様
。
お
陰
で
火
の
廻
り
速
く
仕

事
も
進
む
０
時
々
十
数

ｍ
の
」火
柱
が
上

が
る
。
そ
の
橙
色
の
人
柱
、
薄
茶
色
の

枯
草
、
新
緑
の
黄
緑
、
そ
し
て
紫
煙
と

燃
殻
の
黒
灰
色
、
こ
れ
ら
が

一
瞬
ご
と

に
変
化
す
る
こ
の
絶
妙
な
色
合

い
の

妙
！
思
わ
ず
そ
の
美
し
さ
に
見
と
れ

る
。
気
付
く
と
廻
り
の
人
も
手
を
休
め

て
皆
見
て
た
り
す
る
。
事
故
も
な
く
程

よ
い
時
間
に
て
終
了
。
そ
れ
を
可
能
に

し
た
、
経
験
か
ら
導
か
れ
た
見
事
な
段

取
り
と
結
東
力
に
た
だ
脱
帽
。
そ
し

て
、
風
、
人
そ
し
て
水
の
エ
レ
メ
ン

ト
、
そ
の
人
知
の
及
ば
な
い
自
然
の
チ

カ
ラ
の
お
陰
か
と
。
長
敬
の
念

の
私
で

あ

っ
た
。

革
刈
り
は
地
球

の
散
髪

夏
革
は
ゾ

ン
ピ
で
あ
る
。

季
節
が
良
く
な
る
と
同
時
に
夏
草
が

伸
び
る
。
惑
星

ハ
シ
グ
チ
で
は
、
こ
れ

か
ら
秋
の
終
わ
り
頃
ま
で
、
夏
草
を
草

刈
り
機
で
刈
る
エ
ン
ジ
ン
音
が
、
雨
天

以
外
、
絶
え
ず
あ
ち
こ
ち
で
響
く
。
夏

草
は
人
間
で
言
え
ば
髪
の
毛
の
よ
う
な

も
の
だ
。
定
期
的
に
刈
る
必
要
が
あ

る
。
そ
う
で
な
い
と
茫
々
に
な
り
手
に

負
え
な
く
な
る
。
夏
草
刈
り
は
地
球
の

散
髪
だ
と
思
う
。
誰
か
が
刈

っ
て
や
ら

な
い
と
地
球
も
居
心
地
が
悪
そ
う
だ
。

草
の
丈
が
短

い
程
一
草
刈
り
機
の
負

担
は
少
な

い
。
文
が
長
く
な
る
と
刈
る

の
に
か
な
り
の
力
と
燃
料
を
消
費
す

る
。
な
の
で
、
負
担
が
少
な
い
長
さ
の

頃
刈
る
必
要
が
あ
る
。

夏
草
は
、
カ
ン
カ
ン
照
り
の
苛
酷
な

状
況
を
も
ろ
と
も
せ
ず
、
肥
料
も
や
ら

な
い
の
に
大
変
な
生
命
力
が
あ
る
。
そ

れ
を
最
も
痛
感
す
る
の
は
、
夏
草
を

刈

っ
た
数
日
後
だ
。
つ
い
先
日
刈

っ
た

ば
か
り
な
の
に
も
う
新
し
い
草
が
刈
り

日
か
ら
伸
び
て
い
る
。
草
の
種
類
に

よ

っ
て
は
、
全
く
元
の
文
程
ま
で
新
し

く
復
元
し
て
い
る
。
何
事
も
な
か
っ
た

か
の
よ
う
に
だ
。
私
は
先
日

一
体
何
を

や
っ
た
の
だ
ろ
う
。
ま
る
で
ゾ

ン
ピ
で

あ
る
。
恐
る
べ
き
生
命
力
。
こ
の
生
命

力
免
疫
の
シ
ス
テ
ム
を
解
明
し
、
人
体

に
応
用
出
来
な

い
も
の
か
？

良

心

が

支

え

る

美

し

い

日

本

の
風

景

貴
方
が
旅
先
や
ド
ラ
イ
プ
の
車
窓
に

見
え
る
田
園
の
畦
道
や
棚
田
等
、
美
し

い
日
本
の
風
景
は
、
そ
の
地
域
の
農
家

の
方
々
の
生
産
の
副
産
物
と
も
い
え

る
、
お
金
に
な
ら
な
い
、
手
間
ひ
ま
か

け
た
手
入
れ
の
お
陰
デ
ス
。
放

っ
て
お

く
と
本
当
に
ア
ッ
と
言
う
間
に
土
地
は

荒
れ
る
。
そ
う
や
っ
て
出
来
た
耕
作
放

棄
地
も
多
く
、
鹿
や
猪
や
ス
ズ
メ
バ
チ

の
恰
好
の
住
処
に
な
っ
て
い
る
。
美
し

い
日
本
の
風
景
は
そ
の
地
域
の
無
名
の

農
家
の
方
の
無
償
の
良
心
に
依
て
支
え

ら
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
を
認
識
し

知

っ
て
も
ら
え
る
と
嬉
し
い
。
ア
ラ
ラ

何
だ
か
マ
ジ
メ
っ
ぼ
く
終
わ

っ
た
！

大壮
｀
観
野 !

焼惑
き星
ハ
シ
グ
チ


